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新理事長就任挨拶

全信工ニュース

理事長 大塚 勝弘

（(株)都市交通テクノロジー
代表取締役）

この度、上高家前理事長の後任として、本協会理事長に就任いたしました
(株)都市交通テクノロジーの大塚勝弘でございます。私にとって重責ではあり
ますが、本協会の発起人の一人として協会を立ち上げ、運営の一角を担ってき
た経緯からお受けすることとなった次第です。
本協会は設立１５年を迎えますが、設立以来、交通信号施設に関わる公共工

事の品質向上に取り組み、また本邦初となる交通信号工事に関わる各種技能検
定制度の発足、各種の技術講習などを行ってきたところです。
私が交通信号業界に入りました１９６７年は「交通安全施設等整備事業に関

する緊急措置法」が施行された三年目にあたり、いわゆる交通戦争と言われた
 交通事故多発を受け、国を挙げて交通事故防止に取り組む事となった時期で
ありました。

以後、様々な新技術が導入され機械式の信号制御機から電子式制御機へ、定周期式信号制御か
らコンピュータ制御へと変革が行われた時期でありました。また交通信号工事においても信号制
御機能高度化に伴い単純な信号機設置工事から多様な機器設置工事が求められ、これに応じて技
能向上が図られ今日に至っています。昨今では日本経済の停滞を受け、交通信号工事予算の減少
傾向にある現状は、活気ある交通信号業界を知る者の一人として一抹の寂しさを感じているとこ
ろです。
しかし、交通信号施設は道路交通機能維持に不可欠であり、今後一般道路において自動運転が

実現されても、そこには歩行者がおり、また自転車等の様々な軽便な乗り物があり、交通信号施
設の必要性、重要性が変わることはありません。今後、益々のIT社会の進展に伴って交通信号施
設も変革を求められ、我々が行う交通信号施設工事もこれに対応していかなければなりません。
交通信号施設に関わる公共工事は社会基盤を支える必要不可欠なものであり、我々もこれら事

業に携わる社会的意義を自覚し、これらを通して社会貢献していく気概と誇りをもって、また現
場でこれらの業務に実際に携わる従事者であるエッセッシャルワーカーの皆様を支えていく環境
創りに努めていきたいと思います。
交通信号業界を取り巻く環境は楽観できるものではありません、また、平坦な道ではないかも

しれません。しかし我々交通信号工事業界の健全な発展が社会貢献に通ずる道であることを肝に
銘じ、協会運営にあたる所存であることを申し上げ、私の就任のご挨拶といたします。

令和5年度定時総会の開催

令和５年度定時総会を令和５年６月１５日、東京都墨田区の第一ホテル両国にて開催しました。
〇 審議事項
・ 第１号議案 令和４年度事業報告及び決算報告並びに監査報告に関する件

令和４年度事業として調査研究事業、普及事業、技能検定事業、技術講習事業、その他
この法人の目的を達成するための事業についての報告、決算報告、監査報告があり、い
ずれも了承されました。

・ 第２号議案 任期満了に伴う役員の選任に関する件
理事２５名（留任１７名、新任８名） 監事３名（留任１名、新任２名）

〇 報告事項等 ・令和５年度事業計画及び収支予算について
〇 定時総会終了後講演会を開催し、その内容は下記のとおりでありました。
・ 警察庁交通局交通規制課 吉川真人様 【交通安全施設の喫緊の課題】について
・ 当協会参与 平島憲治様 【交通インフラＤＸ推進コンソーシアムの概要】について

〇 定時総会終了後第２回理事会を開催し、上高家理事長勇退（顧問として再任）に伴い新理事
長には大塚勝弘氏が就任されました。



兵庫県警察総合災害警備訓練に協力

令和５年１月２４日（火）、兵庫県三木市
志染町兵庫県広域防災センターにおいて兵庫
県南西部（山崎断層）を震源とするＭ８．０
の地震の発生を想定した兵庫県警察総合災害
警備訓練が実施されました。
訓練では、実災害を想定し、緊急交通路の

確保、映像による情報収集、ヘリコプターに
よる部隊輸送、要救助者の救出救助、救急・
医療への引き継ぎ、検視・検案及び遺族対応
といった発災直後からの、一連の警察活動及
び関係機関との連携について訓練が実施され
ました。
訓練に参加した団体は、近畿管区警察局(兵

庫県情報通信部)、陸上自衛隊姫路駐屯部隊、
明石市消防局、三木市消防本部、兵庫県
災害医療センター、日本赤十字社 兵庫
県支部、兵庫県医師会、兵庫県監察医務
室、日本ＤＭＯＲＴ、全信工協会、兵庫
県警察学生ボランティアで、当協会は、
仮設信号機を設置し、被災信号機の復旧
等を実際に体験して頂きました。
また停電時におけるＥＶ車による信号

機への給電を体験して頂き、交通信号用
可搬型ＬＰガス発電機は実演と展示を
行いました。

仮設信号機の設置状況

閉会式の状況

近畿管区警察局広域緊急援助隊訓練に協力

令和５年２月９日、令和４年度近畿管区広域緊急
援助隊合同訓練が滋賀県蒲生郡日野町北脇１－３の
県警機動隊敷地内で開催されました。
令和５年２月９日午前７時、停滞する梅雨前線の

活動が活発になり、局地的な豪雨が数日間続いたこと
から東近江市を中心に河川の氾濫や土砂崩れ等が発生
し、家屋や車両の埋没などの被害が多数発生している
との想定で実施されました。

なお、訓練には近畿２府４県の警察広域緊急援助隊
計約３００人と消防、医療、土木など関係者約１１０
人が参加され当協会は、災害により信号機が倒壊した
為、仮設の信号機を設置し、パトカーが交通信号用可
搬型ＬＰガス発電機をトランクに搭載し現場に搬入、
設置、制御機への給電というシナリオの設備設置を
行いました。  

仮設信号機設置状況

ＬＰガス発電機搭載状況



交通信号工事甲子園（西日本ブロック大会）

第７回交通信号工事甲子園西ブロック大会を令和５年６月５日に三重県菰野町で開催しまし
た。ご来賓として、衆議院議員 石原正敬様、中部管区警察局様、三重県警察本部交通部参事官
須川洋幸様のご臨席を賜りました。
令和２年に開催の予定であったのがコロナ禍のため、本年が４年ぶりの開催となったことか

ら、災害現場で必要な信号定数の設定を８人で競う競技と災害復旧の一環である建柱作業を過
去の優勝７チームで競うことといたしました。
今回は、ＮＨＫ「ニッポン知らなかった選手権」放

映のため、多くの撮影スタッフが入り、普段とは違っ
た緊張感で競技会場が包まれ、普段の現場では絶対に
しない失敗も散見され、選手の皆さんもよい経験をし
たと感想を述べていました。
なお、今回からオンラインで競技を視聴できる様、

カメラとネット環境を整え盛況のうちに終了しました。
なおＮＨＫの放映については、決定次第協会ホームペ
ージ等でご案内いたします。

開会式をNHKが撮影

配線と定数設定の個人競技

交通信号工事甲子園(東日本ブロック大会)

第７回交通信号工事甲子園東日本ブロック大会を
令和５年７月１２日に埼玉県熊谷市の株式会社アイテ
ック敷地内で開催しました。新理事長の挨拶を皮切り
に各社の代表選手たちは、専門知識と技能を発揮し真
摯に競技に取り組みました。
ご来賓には警視庁交通部交通管制課様、公益財団法

人日本交通管理技術協会様のご臨席を賜りました。

午前中の競技は、経験年数の浅い選手が参加した個
人競技を実施し、安全性、正確性、迅速性による評価を
受け今後の作業に繋がる大会とし 午後から団体競技を
実施しました。

競技内容
個人競技：架空線取付、配線、接続、点灯確認
団体競技：車両灯器取付、架空線取付、配線、接続、

点灯確認

選手宣誓

個人競技

順　位 所属会社

優　勝 洸陽電気工事株式会社

準優勝 株式会社シンコーワ

三　位 株式会社シンコーワ

団体競技

優　勝 株式会社シンコーワ

準優勝 株式会社デューイテクニカル

三　位 五島電気建設株式会社

所属会社 株式会社シンコーワ

最優秀班長賞（団体競技）

個人競技

順　位 所属会社

優　勝 株式会社内外

準優勝 常盤電業株式会社

団体競技

優　勝 常盤電業株式会社

準優勝 春日電設株式会社

三　位 株式会社アイテック

安全性部門賞 有限会社荒井電気工業



全信工中部地区委員会の発足

当協会では「災害時における交通安全施設の復旧対策に関する協定」を三重県警察と締結し

ており、それに伴い管区広域緊急援助隊合同訓練への協力、大規模災害時の交通信号機の復旧

工事、５Ｇ対応の交通インフラ推進コンソーシアム等将来に対する課題が山積する中、中部６

県の全信工会員でより強力に推進することを目的として理事会規程及び地区委員会設置運営規

程に基づき中部地区委員会が発足しました。

その経緯は、全信工専務理事で株式会社シンコーワ 代表取締役会長でもある古市光明氏から

「全信工中部地区委員会」の創設提案があり、株式会社北越ティーテック 川下様、株式会社

アサヒ電設 西端様、名鉄ＥＩエンジニアリング株式会社 福井様、株式会社日本総合施設 川

畠様にご賛同いただき、令和４年１２月９日「全信工中部地区委員会設置発起会」を立ち上げ、

続けて中部６県の全信工協会員にその趣旨を訴えたところ、２８社全社の賛同があり「全信工

中部地区委員会設置準備会」が発足し、第１１回総務委員会において「全信工中部地区委員

会」の発足について第４回理事会に諮ることを決定し、３月２日に開催した第４回理事会に

「中部地区委員会」の設立について諮問し正式に「中部地区委員会」が発足いたしました。

５月１２日には第１回「全信工中部地区委員会」を開催し、森岡豊氏を初代委員長、副委員

長を堀野正明氏として選出、当面の活動として第７回交通信号工事甲子園の開催への協力、今

年度福井県で開催の中部管区広域緊急援助隊合同訓練への協力を決定した。

また、「全信工中部地区委員会」の発足に伴い中部管区警察局及び中部６県警察本部を訪問

し、より強力に協力できることを説明しました。

お問合せ先

〒１３０－００２６ 東京都墨田区両国二丁目１番４号
一般社団法人全信工協会

ＴＥＬ：０３‐６６５９‐３５８６  ＦＡＸ：０３‐３８４６‐５５８２
 ＵＲＬ：https://www.zenshinko.jp     Ｅ-ｍａｉｌ：info@zenshinko.jp

※各会員様の連絡担当者等の変更・追加（複数も可能）につきましては、氏名、所属、役職、メールアドレス、
電話/FAX番号を全信工事務局までメール（info@zenshinko.jp）にてご連絡頂きます様お願い致します。

会員加入促進会議

会員加入促進会議を令和５年５月２２日、鹿児島県鹿児島市において鹿児島県内の交通信号
工事を受注している有力会社、株式会社松葉電設、株式会社中島電器、神野商事株式会社、マ
モル電工株式会社の各代表者様で、当協会からは株式会社町田電気 代表取締役 町田 賢次、株
式会社コアテクノ 取締役 工務部部長 橋口 裕介、株式会社デューイテクニカル 代表取締役 
秋山 直樹が参加し開催しました。
まず当協会の広報委員長でもある秋山直樹が挨拶をし、その後それぞれ自己紹介を行い

最近の全信工協会の活動として
① 信号柱への５Ｇ基地局設置に関する情報（交通インフラＤＸコンソーシアム加盟）
② 交通信号工事士等資格制度の種別と試験実施予定等について
③ 交通信号工事士等資格制度のご採用都道府県警察本部について
④ ２０２８年信号用電球製造終了に伴う信号化や信号機着雪対策等問題について
 ⑤ 交通信号用可搬型ＬＰガス発電機について
を報告するとともに当協会が行う講習会等についても案内したところ、大変興味を持って頂

くことが出来ました。
なお、今回は同世代の経営者が集まった事もあり、懇親会も情報交換だけでなく今後の会社

経営の話や趣味の話など多岐に渡り終始和やかな雰囲気でお開きとなりました。
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